
Fig. 1. Setup of wideband wavelength-tunable narrow-linewidth source. 
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はじめに：超短パルス光を光ファイバに入射すると，パルス内誘導ラマン散乱により広帯

域な波長可変超短パルス光が生成できる．先に我々は，櫛状分布ファイバ(CPF: Comb profile 

fiber)を用いて，この広帯域波長可変超短パルス光のスペクトル圧縮に成功した 1)．この光

源を用いれば，超高分解能で高速な光断層計測(OCT)が期待されるが，その実現には，平均

出力及び CPF によるスペクトル圧縮に課題がある．そこで，本研究では広帯域波長可変狭

線幅光源の高出力化及びスペクトル圧縮の高度化に取り組んだ． 

実験と結果：広帯域波長

可変狭線幅光源の構成

を Fig. 1 に示す．高出力

化のために，単層カーボ

ンナノチューブ(SWNT: 

Single-walled carbon nanotube)フィルムを用いた高繰り返しファ

イバレーザー共振器及び光増幅器を構築した．共振器からは繰

り返し周波数 95 MHz で超短パルス光が出力され，増幅後，偏

波保持ファイバを伝搬することで広帯域波長可変超短パルス光

が生成される．その後，CPF に入射することで広帯域な狭線幅

スペクトルが得られる．CPF は，より高度な圧縮が可能な分散

値プロファイルをシミュレーションにより検証し，その結果に

基づいて作製した．生成した広帯域狭線幅スペクトルを Fig. 2

に示す．高繰り返しにすることで，

平均出力は従来のおよそ 2 倍と

なった．出力スペクトルの数値解

析結果及び実験結果を Fig. 3 に

示す．CPF のプロファイルを変

えることで，従来の CPF よりも

台座成分を抑えたスペクトル圧

縮に成功した． 

参考文献：1) N. Nishizawa, K. Takahashi, Y. Ozeki, and K. Itoh, Opt. Express 18, 11700 (2010) 
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Fig. 2. Optical spectra of wideband 

spectrum-compressed soliton pulses 

using CPF. 

Fig.3. Optical spectra of spectrum-compressed pulse at 1620 nm, showing 

(a) numerical and (b) experimental results. 
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